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研究成果の概要（和文）：本研究は近代において地理的な情報が蓄積されていくプロセスが、どのように観光と結びつ
いてきたのかを明らかにする研究である。四国遍路、日本の国内観光、日本人の身体性のほか、フクシマの放射能汚染
情報とブラックツーリズムの関係についても議論した。成果として、書籍が3冊、雑誌論文が3本、寄稿論文が4本のほ
か、翻訳書が1冊、国際学会での発表6回、国内の学会発表を2回行った。

研究成果の概要（英文）：This project examined the relationship between the accumulation of geographical 
knowledges and the establishement of tourism industry. This project examplified the modernity and 
postmodernity of Shikoku Henro pilgrimage, domestic tourism industry after the 1920s in Japan, body and 
affect in Japanese society, and radiation leakage and 'black tourism' in Fukushima. The reseaches 
resulted in the publishment of three books, three refereed articles, four contributed papers to books, 
one translation book (from Enblish to Japanese), six presentation papers in international conferences, 
and two presentation papers in conferences in Japan.

研究分野： 文化地理学
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１．研究開始当初の背景 
 （1）個人的な学術的背景 
申請者は 2010 年に『昭和旅行誌―雑誌

「旅」を読む』（中央公論新社）を出版し、
そこで近代において発生した余暇時間がど
のように国家や資本によって管理・調整され、
そのなかで特定の風景や場所が観光地とし
て表象されてきたのか、そこでの適切な行為
が推奨されてきたのか検討した。これは近代
的な地理的な情報（地理的知）の蓄積と流通
に関する問題であった。 
そこで近代における地理情報の集積過程を
より広範に検討するため、本研究を申請した。 
 
 
（2）学術的背景 

1980 年代後半に英語圏人文地理学を中心
に展開した地理的表象の議論では、おもに言
語をとおして他所の情報がどのように提示
されてきたのか、それがどのような権力と結
びついてきたのかを明らかにしてきた。それ
は 1990 年代初頭より日本の人文地理学にお
いても大きな問題の一つとして取り上げら
れるようになった。とりわけ、他所の地理的
表象と権力との問題は観光という側面にお
いてはっきりと現れることから、観光は重要
な研究題材となった。 
地理表象は地理的知の蓄積と分節化をと

おして生産される。そしてこの地理的知は諸
種の制度をとおして活用、応用されることで
人々の実践を調整、管理してきた。すなわち
制度的実践、地理的知、権力の問題である。
しかしながら英語圏においても日本の人文
地理学においてもこの三つの結びつきにつ
いてはまだ検討の余地を残したままであり、
これを明らかにすることは 1980 年代からの
地理表象の議論をさらに豊かにしていくこ
とにつながると考えた。 
 そこで、日本の近代化、観光と地理的知の
集積を明らかにする本研究を申請した。 
 
 
 
２．研究の目的 
地理情報は、地理学をはじめとするさまざ

まな諸制度や諸実践をとおして獲得された
ものであり、同時にその消費をとおして新た
な経済活動や政策などが生み出される役割
を果たしていると考えられる。このような制
度や実践をとおして蓄積される地理情報を
本研究課題では「地理的知」と呼ぶ。 
本研究課題はこのような現代社会におけ

る地理的情報の蓄積過程を、英語圏における
地理的知の成立過程と近代観光の関係性に
ついての研究をふまえて批判的に検討する
ことを目的とする。 
近代観光の発祥は英国である。したがって、

英国の資料も収集し、比較することによって
日本の観光システムの特性を理解する。その
ために英国のダラム大学地理学部と連携し

ながら研究を進める。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究ではこれまで出版された旅行雑誌
を収集し、分析した。収集した雑誌は次のと
おりである。 
『旅』日本文化旅行協会 
『ツーリスト』ジャパン・ツーリスト・ビュ
ーロー 
『山岳』日本山岳会 
『修学旅行』日本修学旅行協会 
これらの雑誌を、国立国会図書館、日本修
学旅行協会などで複写し、収集し、分析を加
えた。また、この分析結果から日本独自の近
代性を演繹した。 
また、当初の研究計画にはなかったが、福
島県における原発事故がもたらした地理的
情報の錯綜、それによる「フクシマ」なるも
のへの心象地理の変化も、聞き取り調査や雑
誌記事の分析から明らかにした。 
 日本の近代はヨーロッパに於けるそれを
模範とした。したがって、英国に於ける近代
と観光、および地理情報収集を参考にするた
め、イギリスダラム大学にて共同研究を行っ
た。 
 
各年度の研究の進展状況を次に記す。 
平成 24 年度 
5 月、6 月に国立国会図書館、東京都立図書
館中央館で、ジャパン・ツーリスト・ビュー
ロー発行の『ツーリスト』、日本山岳会の『山
岳』の関連記事を収集し、簡単な分析を行っ
た。 
この分析と、研究の枠組みを、8 月にハンガ
リーのプラハで開催された国際歴史地理学
会、同月にドイツのケルンで開催された国際
地理学会議においてそれぞれ発表し、議論し
た。 
9 月より翌年 8 月まで、イギリスのダラム大
学地理学部に滞在し、共同研究者であり、世
界的に著名な観光地理学研究者でもあるマ
イク・クラング教授、ディヴィア・トーリア
＝ケリー教授と意見交換、研究計画の提案の
ほか、具体的な論文作成を行った。非公式に
地理学部において研究発表を英語でも行っ
た。 
この年度、イギリスの風景や歴史と観光に関
する書籍を出版した。 
 
平成 25 年度 
4 月にアメリカ地理学会、8 月に国際地理学
者会議、12 月には香港での社会正義のワーク
ショップにて、英語で発表を行った。2月、3
月に東京都にある日本修学旅行協会を訪問
し、機関紙『修学旅行』の雑誌記事収集を行
った。 
さらに3月に英語圏を代表する著名な地理学
者であるドリーン・マッシー氏を日本に招聘
し、空間と資本との関係に関する議論を行っ



た。 
この年度には、身体と資本化に関する書籍を
一冊出版した。 
 
平成 26 年度 
最終年度に当たるこの年度には、夏季に再度、
イギリスダラム大学において、関連する文献
の収集を行い、マイク・クラング教授、ディ
ヴィア・トーリア＝ケリー教授と今後の研究
計画についての打ち合わせもあわせて行っ
た。 
この年は、科研のプロジェクトで得た知見を
広く日本の地理学に還元するために、日本語
での学会発表を 2 回行った。また、6 月と 7
月には国際学会、ワークショップで英語の発
表を行った。 
12 月には研究内容を広く社会に還元するた
めに、四国遍路と近代性に関する新書を刊行
した。 
 
 
４．研究成果 
 分析結果は国内の学会で 2回、英語による
国際学会で 8回、発表した。また、日本語の
レフェリー誌に 1、英語の国際レフェリー誌
に 2本の論文が掲載された。このほか、観光
に関する書籍に 4本の論文を寄稿した。 
 研究成果を広く社会に還元するため、4 冊
の著書を出版した。 
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